
ー

で
あ
っ
た
江
戸
と
、
そ
こ
に
住
む
人
々
を
掌
握
し
て
い
く
時
期
で
あ
る
。
新
政

府
は
、
混
乱
し
た
江
戸
を
統
治
す
る
た
め
五
月
十
二
日
に
江
戸
府
、
同
十
九
日

に
は
鎮
台
府
を
設
け
、
旧
幕
府
の
町
奉
行
所
を
南
北
の
市
政
裁
判
所
と
改
め
、

民
政
を
担
当
さ
せ
た
。
七
月
十
七
日
に
は
京
都
の
西
京
と
並
立
さ
せ
る
意
を
含

ん
で
江
戸
府
を
東
京
府
と
改
め
、
鎮
台
府
に
か
わ
り
鎮
将
府
を
設
置
し
た

|
6
.
7
)
。
つ
い
で
八
月
十
七
日
に
は
幸
橋
御
門
内
元
柳
沢
邸
に
東
京
府
を

を
経
た
新
政
府
が
、

一
方
で
奥
羽
越
の
平
定
を
進
め
な
が
ら
、
将
軍
の
お
膝
元

達
が
数
多
く
出
さ
れ
た

(
l
|
5
0
.
5
6
.
6
6
.
6
7
.
7
3
.
7
4
.
7
5
.
7
9
.
9
1
.

9
6
.
9
8
)
。
東
京
御
滞
在
中
に
は
、
火
の
用
心
等
の
心
得
等

(l|102.115)
の

ほ
か
武
蔵
一
の
宮
氷
川
社
行
幸

(
1ー

103.106.107)
、
浜
殿
行
幸

(
1
|
1
2
0
)

に
関
す
る
通
達
が
出
さ
れ
て
い
る
。
明
治
天
皇
は
約
一
ヶ
月
半
の
東
京
御
滞
在

の
あ
と
、
孝
明
帝
の
三
年
祭
と
立
后
の
必
要
か
ら
十
二
月
八
日
一
旦
還
幸
と
な

っ
た
。

(1|142.149.150)
。
還
幸
に
際
し
て
は
、
旧
江
戸
城
本
丸
に
宮
殿
を

の
間
、
東
幸
の
日
程
や
道
筋
整
備
や
天
皇
を
奉
迎
す
る
た
め
の
心
得
な
ど
の
通

当
該
期
間
は
、
四
月
十
一
日
の
江
戸
城
明
渡
し
、
五
月
十
五
日
の
上
野
戦
争

治
元
年
「
御
触
帳
」
の
冒
頭
に
見
ら
れ
る
。

た
こ
と

(
1ー

2
)
が
後
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。
同
内
容
の
記
載
が
、

2
の
明

書
き
出
し
は
徳
川
慶
喜
の
駿
府
・
宝
台
院
へ
の
転
住
通
達

(
1
|
3
)
で
あ
る

が
、
表
紙
の
次
の
丁
に
は
九
月
十
六
日
付
の
明
治
改
元

(
l
|
l
)
と
四
谷
大

木
戸
際
な
ど
に
「
東
京
府
附
属
木
村
市
三
郎
取
締
所
」
の
傍
示
杭
が
建
て
ら
れ

表
現
も
あ
る
。

こ
の
時
期
東
京
の
人
々
に
新
体
制
を
体
現
さ
せ
る
た
め
、
明
治
天
皇
の
東
京

行
幸
（
東
幸
）
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
東
幸
は
、
東
京
遷
都
を
見
据
え
た
も
の

で
も
あ
っ
た
。
当
帳
で
は
八
月
十
五
日
付
の
「
東
京
親
臨
に
関
す
る
詔
書
」

(
l

|
1
8
)

か
ら
、
そ
の
記
載
が
始
ま
る
。
明
治
天
皇
は
九
月
二
十
日
京
都
を
出
発

さ
れ
、
十
月
十
二
日
品
川
着
御
、
十
三
日
に
旧
江
戸
城
西
丸
に
入
ら
れ
た
。
こ

か
ら
、
明
治
元
年
十
二
月
十
六
日
で
、

一
六
三
件
一
八
0
点
の
記
事
が
あ
る
。

記
載
期
間
は
、
慶
応
四
年
（
九
月
八
日
明
治
と
改
元

l
|
6
2
)
七
月
十
七
日

「
御
一
新
」
の
記
述
が
多
く
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る

(
1
|
1
0
.
1
4
.
2
3
 

当
「
御
触
帳
」
の
形
態
は
、
横
帳
・
ニ
つ
綴
で
、
大
き
さ
は
縦
一
四
・
九
セ

慶
応
四
年
「
御

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
四
O
・

六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
丁
数
ニ
ニ
四
で
あ
る
。

触
帳
」

解

説

開
庁
し

(
1
|
3
6
)
、
九
月
二
日
か
ら
は
南
北
市
政
裁
判
所
と
合
局
し

(
1ー

34)
、
府
民
支
配
の
上
部
組
織
が
出
来
上
っ
た
。
ま
た
、
九
月
十
六
日
に
は
、
伝

統
的
に
市
政
を
担
当
し
て
い
た
町
年
寄
を
東
京
府
市
政
局
庶
務
方
に
任
命
し
た

(
1
1
6
4
)
。
こ
の
組
織
形
成
の
過
程
は
、
府
職
員
の
人
事
通
達
で
た
ど
る
こ
と
4
 
0
.
 

ー

が
で
き
る

(
1
|
4
.
7
.
2
2
.
2
8
.
3
0
.
4
4
.
5
4
.
5
9
.
6
1
.
6
3
.

111.117.138.139.157.163)
。

旧
政
権
を
倒
し
、
新
た
に
誕
生
し
た
政
権
は
、
統
治
す
る
人
々
に
新
体
制
を

強
く
意
識
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
当
帳
に
収
め
ら
れ
た
通
達
類
に
は

5
0
.
6
4
.
9
5
)
。
ま
た
「
御
一
洗
」

(
1
|
7
7
)
、
「
御
新
政
」

(
1
|
8
1
)
と
い
う
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77)
。
こ
の
事
例
は
奥
羽
平
定
が
で
き
た
と
し
て
調
査
は
中
止
と
な
っ
た

(
l
|

83)
が
、
新
政
府
の
財
政
基
盤
の
脆
弱
さ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

尊
皇
攘
夷
を
標
榜
し
て
政
権
を
握
っ
た
新
政
府
は
天
長
節

(
1
|
19)
、
新
嘗

(
1
|
 

度
に
か
か
わ
る
通
達
が
多
く
出
さ
れ
て
い
る

4

4

 

ズ

2
|
7
.
8
.
9
.
1
,
2

入
用
高
、
浪
人
の
職
種
、
鉄
抱
・
弾
薬
、
東
幸
道
筋
、
車
輌
、
孝
子
義
僕
、
貧
5
 
0
.
 

ー

民
等
で
あ
る

(
l
|
8
.
9
.
1
0
.
1
4
.
1
7
.
2
6
.
4
0
.
5
0
.
5
5
.
9
4
.

110.123.141.153.158)
。
中
に
は
奥
羽
平
定
の
費
用
捻
出
の
た
め
、
府
内
の
地

代
一
ヶ
年
分
を
借
り
上
げ
よ
う
と
、
地
代
調
査
を
命
じ
た
こ
と
が
あ
る

6
)
を
は
じ
め
と
し
て
、
金
札
（
太
政
官
札
）

の
流
通
を
中
心
と
す
る
通
貨
制

財
政
・
経
済
政
策
を
み
る
と
、
本
帳
で
は
明
治
元
年
十
二
月
の
通
達

(2
1

京
の
復
旧
を
め
ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

り
、
維
新
政
府
は
政
局
の
不
安
定
な
中
で
、
新
た
な
国
家
建
設
と
荒
廃
し
た
東

こ
の
時
期
の
国
内
状
況
は
旧
幕
府
軍
に
よ
る
抵
抗
が
い
ま
だ
に
続
い
て
お

月
ま
で
の
東
幸
・
還
幸
の
記
事
の
箇
所
か
ら
内
容
を
異
に
し
て
い
る
。

造
営
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た

(
l
|
1
5
4
)
。

東
幸
中
に
は
、
新
政
府
に
不
満
を
持
つ
東
京
の
人
々
の
感
情
を
和
ら
げ
る
た

め
、
十
月
七
・
八
日
に
酒
肴
が
配
ら
れ
た

(1|109)
。
こ
の
両
日
人
々
は
家
業

を
休
み
「
天
酒
頂
戴
」
「
天
盃
頂
戴
」
な
ど
と
呼
び
、
山
車
や
屋
台
を
繰
り
出
す

大
騒
ぎ
と
な
っ
た

(l|114.116.118)
。

八
月
十
五
日
は
、
江
戸
幕
府
と
米
・
英
・
蘭
・
露
•
仏
の
五
ヶ
国
と
の
間
で

締
結
さ
れ
た
修
好
通
商
条
約
に
も
と
づ
き
、
東
京
が
開
市
場
と
な
る
日
で
あ

っ

た
。
開
市
に
向
け
て
、
市
民
に
対
し
心
構
え
を
諭
し
た
り
、
密
売
買
．
抜
け
荷

に
対
す
る
厳
重
な
警
告
を
行
っ
た

日
に
延
期
と
な
っ
た

(
l
|
1
2
9
)
。
開
市
に
よ
り
、
外
国
人
は
鉄
抱
洲
に
設
け
ら

れ
た
居
留
地
に
住
み
、
交
易
は
勿
論
、
市
内
徘
徊
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
と
も
な
う
府
民
と
の
摩
擦
や
混
乱
・
不
正
を
防
ぐ
た
め
、
数
々
の
通
達

が
出
さ
れ
た

(l|131.132.133.135.137.144)
。

本
帳
で
目
を
引
く
の
は
、
種
々
の
調
査
を
依
頼
す
る
通
達
類
で
あ
る
。
新
た

に
統
治
す
る
た
め
の
情
報
収
集
と
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ

る
。
調
査
内
容
と
し
て
は
武
家
地
に
関
す
る
こ
と
、
酸
造
業
者
、
高
齢
者
、
町

祭

(
l
|
126)
の
挙
行
、
先
々
帝
・
先
帝
・
現
帝
の
緯
字
の
使
用
制
限
と
閉
書

の
使
用

(
1
|
1
0
8
)
、
庶
民
の
菊
御
紋
の
使
用
禁
止

(1|127.152)
な
ど
朝
廷

の
権
威
向
上
策
を
施
し
て
い
る
。

一
方
、
前
政
権
の
権
威
を
貶
し
め
る
よ
う

に
、
将
軍
を
敬
す
る
意
味
で
「
御
」
の
字
を
付
け
て
命
名
さ
れ
た
地
名
の
改
称

（
近
松
鴻
二
）

当
「
御
触
帳
」
の
形
態
は
、
横
帳
・
ニ
つ
綴
で
、
大
き
さ
は
縦
一
四
•
四
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
九

・
O
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
丁
数
は
二
三
三
で
あ
る
。

本
帳
に
は
明
治
改
元
の
記
事
か
ら
、
明
治
二
年
(
-
八
六
九
）
九
月
十
五
日

の
献
金
褒
賞
の
通
達
ま
で
、
三
二

0
件
三
五
七
点
の
記
載
が
あ
る
。
書
き
出
し

は
、
慶
応
四
年
(
-
八
六
八
）
「
御
触
帳
」
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
明
治
改
元
と
木
村

市
三
郎
取
締
所
の
傍
示
設
置
で
あ
る
が
、
三
件
目
の
明
治
元
年
十
月
か
ら
十
二

l
|
1
3
9
1
5
)
が
、
開
市
は
十
一
月
十
九

2

明
治
元
年
御
触
帳

を
命
じ
た
通
達

(
1
1
2
1
.
3
1
.
32)
は
興
味
深
い
。
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の
円
滑
な
流
通
を
は
か
ろ
う
と
し
た
。

行
さ
れ
た
。
政
府
は
貧
民
へ
の
貸
付
金
と
し
て
も
金
札
を
使
用
し
た
が
、
不
換

紙
幣
で
あ
る
太
政
官
札
は
や
が
て
正
金
銀
貨
に
対
す
る
価
格
の
大
幅
な
下
落
に

よ
っ
て
流
通
難
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
商
品
流
通
機
構
を
再
編
す
る
た
め
、
商
法

司
に
か
わ
り
同
二
年
二
月
通
商
司
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
管
理
下
に
通
商
会
社
・

為
替
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
な
か
で
も
為
替
会
社
は
、
殖
産
興
業
の
運
用
資
金

の
提
供
や
正
貨
兌
換
券
で
あ
る
為
替
札
の
発
行
な
ど
を
お
こ
な
い
、
太
政
官
札

こ
の
ほ
か
金
札
の
御
菓
子
を
製
造
し
た
商
人
の
取
調
べ
や
、
焼
け
損
じ
て
し

ま
っ
た
金
札
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
通
達
な
ど
、
金
札
の
流
通
に
よ
っ
て
生

じ
た
事
件
の
興
味
深
い
記
事
が
あ
る

(2|240.246)
。

ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
天
皇
の
再
幸
が
行
わ
れ
た
。
明
治
天
皇
は
明
治
二
年

三
月
七
日
に
京
都
を
出
発
、
三
月
二
十
八
日
東
京
に
到
着
し
た
。
天
皇
は
東
京

城
に
入
り
、
そ
の
後
政
府
の
諸
機
関
が
次
々
と
京
都
よ
り
移
さ
れ
、
事
実
上
の

遷
都
と
な
っ
た
。
こ
の
再
幸
に
際
し
て
東
京
の
町
々
に
は
火
の
元
の
始
末
は
も

ち
ろ
ん
、
諸
事
取
締
向
き
に
も
心
掛
け
る
よ
う
通
達
が
出
さ
れ
た

(
2
|
3
.

1
2
.
4
0
.
8
1
.
8
2
.
8
3
.
8
5
.
1
0
4
.
1
2
4
.
1
2
5
.
1
3
2
.
1
3
4
.
1
4
9
)
。

行
政
制
度
で
は
、
明
治
二
年
(
-
八
六
九
）
二
月
に
東
京
府
の
管
轄
区
域
で

あ
る
朱
引
地
の
改
正
が
行
わ
れ
た

(
2
|
5
3
.
5
4
)
。
こ
の
朱
引
ぎ
の
画
定
は
、

武
家
地
や
そ
の
邸
宅
を
政
府
の
官
用
に
接
収
す
る
目
的
も
あ
っ
た
。
つ
い
で
三

月
十
日
に
は
「
市
中
取
締
筋
」
を
改
正
す
る
た
め
、
江
戸
時
代
か
ら
つ
づ
く
名

り
発
行
さ
れ
た
太
政
官
札
は
、
明
治
二
年
五
月
ま
で
に
四
千
八
0

0
万
両
が
発

2
5
.
3
4
.
4
2
.
5
0
.
5
5
.
5
6
.
6
0
.
1
1
7
.
1
2
1
.
1
3
3
.
1
4
5
.
1
5
2
.
1
6
1
.
1
7
8
.
1
8
2
.
 

187188189.192.214.222.245251.256.263.293)
。
明
治
元
年
五
月
よ

貧
困
者
が
続
出
し
た
た
め
、
同
年
十
二
月
に
再
開
さ
れ
た

(
2
|
1
8
.
5
8

た
。
江
戸
時
代
に
は
、
町
奉
行
支
配
下
の
与
カ
・
同
心
が
行
っ
て
い
た
司
法
・
警

察
活
動
を
、
明
治
初
年
段
階
で
は
、
①
軍
務
官
（
の
ち
兵
部
省
）
の
諸
藩
兵
・
府

県
兵
が
巡
遁
警
備
、

②
刑
法
官
の
聴
訟
課
・
捕
亡
司
・
捕
亡
方
が
犯
罪
捜
査
・
逮

捕
、
③
弾
正
台
の
監
察
課
が
政
治
犯
罪
者
の
逮
捕
な
ど
を
担
当
し
た

(
2
|

7

7

8

 

0
.
2
.
4
.
 

l

l

l

 

2
6
.
3
5
.
3
6
.
3
7
.
4
1
.
4
6
.
4
7
.
7
2
.
7
3
.
7
7
.
8
8
.
8
9
.
 

157.165.206)
。

こ
の
ほ
か
に
、
江
戸
時
代
よ
り
続
く
備
荒
貯
穀
・
窮
民
救
済
を
目
的
と
す
る

町
会
所
や
七
分
積
金
の
制
度
は
、
明
治
元
年
の
六
月
に
一
旦
廃
止
さ
れ
た
が
、

武
家
地
、
町
屋
敷
（
泊
券
地
）
の
調
査
や
戸
籍
調
査
な
ど
を
行
っ
た

(
2
|
8
6
.

108.110.111.116.118.123.136.143.153.154.169.174.175.218.223. 

255.262.264.289.291.301.306.317
諏
・
網
）
。
ま
た
、
町
屋
敷
譲
渡
に
つ

い
て
も
、
弘
め
金
や
歩
一
金
な
ど
の
旧
来
の
慣
習
や
泊
券
状
の
書
式
な
ど
を
改

め
た

(2|146.147.177.184.185.201.202.203.204.215.232.233.

265.273.279)
。

警
察
制
度
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
政
府
は
新
た
な
制
度
を
模
索
し

|
9
0
.
9
1
.
9
3
.
9
5
.
9
6
.
9
7
.
1
0
0
.
1
0
6
.
1
0
9
.
1
1
4
.
1
1
5
.
1
4
0
.
1
4
1
.
1
4
2
 

228.229.230.231.236.243.244.253.257)
。

京
都
市
政
に
な
ら
っ
て
設
け
ら
れ
た
年
寄
は
、
市
中
の
取
締
り
を
は
じ
め
、

寄
が
お
か
れ
た
。
そ
し
て
、
五
区
単
位
で
中
年
寄
世
話
掛
が
任
命
さ
れ
た

(
2

主
制
が
廃
止
さ
れ
、
翌
十

一
日
に
年
寄
制
が
採
用
さ
れ
た
。
さ
ら
に
三
月
十
六

日
に
は
、
新
た
な
朱
引
設
定
に
伴
う
市
街
の
町
地
を
五
0
区
に
画
定
し
た
。
区

は
番
組
と
も
呼
ば
れ
、
区
ご
と
に
町
用
取
扱
所
を
設
け
、
新
設
の
中
年
寄
・
添
年
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種
痘
館
、
芝
赤
羽
橋
な
ど
に
出
張
所
五
ヶ
所
を
設
け
、
種
痘
を
奨
励
し
て
い
る

(
2
|
2
4
1

.
2
9
2
.
2
9
8

函
•
3
0
0
.
3
0
5
)

。

内
容
は
明
治
二
年
(
-
八
六
九
）

き
る
。
以
下
、
そ
の
内
容
の
特
色
を
紹
介
す
る
。

3

明
治
＝
一
年
御
触
帳

授
産
、

（
石
山
秀
和
）

当
「
御
触
帳
」
は
縦
帳
・
ニ
つ
綴
で
、
大
き
さ
は
縦
二
三
・
六
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
横
一
六
•
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
丁
数
は
四

0
六
で
あ
る
。

八
月
十
二
日
か
ら
同
一
二
年
(
-
八
七
0
)

十
二
月
二
十
九
日
に
か
け
て
出
さ
れ
た
法
令
、
二
六
二
件
二
九
二
点
か
ら
な

る
。
本
帳
か
ら
は
、
明
治
天
皇
の
東
京
再
幸
（
莫
都
）
後
、
明
治
政
府
お
よ
び

東
京
府
が
新
た
に
首
都
東
京
を
創
出
し
て
い
く
過
程
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で

当
該
期
間
の
東
京
府
は
、
前
述
の
町
法
改
正
を
通
じ
て
町
方
支
配
機
構
の
再

編
成
や
行
政
の
円
滑
化
を
は
か
る
一
方
、
窮
民
対
策
や
市
中
取
締
り
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
町
方
支
配
機
構
の
再
編
成
と
し
て
は
、
ま
ず
、
明
治
三

年
五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
町
年
寄
の
給
料
の
立
替
金
の
精
算
が
行
わ
れ
た
こ

医
療
面
で
は
小
児
へ
の
天
然
痘
の
感
染
を
予
防
す
る
た
め
、
神
田
美
倉
橋
に

窮
民
の
調
査
お
よ
び
救
育
所
の
設
置
な
ど
を
実
施
し
た

(
2
|
1
2
0

1
2
6
.
1
8
0
.
1
8
1
.
1
9
2
.
2
8
5
.
2
9
7
.
3
0
3
.
3
0
4
.
3
0
7
.
3
0
8

如

•
3
1
1
3
1
2
.
3
1
3

6
/
0
 

ー3
 

99135.209.221.224.225.234.235)
。
ま
た
、
貧
困
者
に
対
す
る
政
策
と
し

て
、
旧
武
家
地
に
お
け
る
桑
茶
栽
培
地
の
開
墾
や
蝦
夷
地
開
拓
と
い
っ
た
士
族

と
が
上
げ
ら
れ
る

(
3
|
4
6
.
7
9
.
9
5
.
9
9
)
。
七
月
二
十
六
日
に
は
、
町
年
寄

が
担
当
す
る
町
に
居
住
し
て
い
な
い
た
め
、
業
務
が
滞
る
と
し
、
「
実
直
用
弁
」

の
者
を
「
町
年
寄
並
」
と
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
い
る

(
3
1
96)
。
五
十
区

の
画
定
は
旧
名
主
の
支
配
区
域
の
不
均
衡
か
ら
生
じ
た
弊
害
の
是
正
を
目
指
し

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
通
達
か
ら
五
十
区
制
導
入
に
あ
た
っ
て
は
か

な
り
の
混
乱
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
区
域
ご
と
の
町
入
用
の
不
公

平
の
緩
和
の
一
環
と
し
て
、
町
入
用
の
節
減
が
命
じ
ら
れ
て
お
り

(
3ー

129)
、

町
々
が
こ
れ
ま
で
積
み
立
て
て
き
た
成
田
講
・
秋
葉
講
の
積
金
が
廃
止
さ
れ

た
。
自
身
番
屋
の
存
続
も
町
入
用
に
関
係
し
て
問
題
に
な
っ
て
い
る

(
3
|

206)
。
同
年
十
月
に
は
会
議
規
則
が
定
め
ら
れ

(3|160)
、
中
年
寄
・
添
年
寄
に

町
方
改
革
・
窮
民
政
策
・
商
法
政
策
等
に
関
す
る
意
見
が
広
く
求
め
ら
れ
た
。

を
必
要
と
す
る
罹
災
民
と
が
峻
別
さ
れ
た
。
明
治
二
年
に
設
置
さ
れ
た
三
田
・

麹
町
・
高
輪
の
各
救
育
所
の
う
ち
、
高
輪
で
は
旧
里
引
渡
し
が
適
わ
な
い
廃
疾

老
幼
の
者
を
収
容
し
、
三
田
・
麹
町
は
労
働
可
能
な
者
（
男
女
共
十
一
才
以
上

六
十
九
才
以
下
）
を
収
容
し
た
。
同
年
に
は
三
田
・
麹
町
の
救
育
所
へ
の
入
所

希
望
者
の
調
査
が
度
々
行
わ
れ
て
い
る

(
3ー

6
.
1
6
.
3
6
)
。
入
所
者
の
身
柄

は
地
主
代
が
責
任
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
死
亡
の
際
に
は
地
主
代
が
引

き
取
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
引
き
取
り
に
あ
た
っ
て
は
救
育
所
か
ら
死

骸
取
置
料
と
し
て
金
一
両
が
下
付
さ
れ
た

(31123)
。
救
育
所
で
は
蚕
糸
引

き
・
糸
繰
り
・
綿
摘
み
・
鼻
緒
縫
い
な
ど
の
技
術
が
教
授
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
同
年
九
月
、
各
救
育
所
は
、
「
店
持
渡
世
」
・
「
通
稼
」
が
可
能
な
者
を

徐
々
に
出
院
さ
せ
る
方
針
を
示
し
た

(3|154)
。
十
月
に
は
、
芥
浚
い
・
土
片

窮
民
政
策
で
は
、
ま
ず
労
働
能
力
の
な
い
鰊
寡
孤
独
の
窮
民
と
臨
時
的
救
済
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同
年
に
は
外
国
人
の
扉
用
手
続
き

(
3
|
4
9
.
2
3
9
)

付
け
・
草
取
り
・
道
普
請
と
い
っ
た
土
方
稼
ぎ
に
は
高
輪
救
育
所
か
ら
人
足
を

提
供
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
労
働
不
可
能
な
者
が
多
く
収
容
さ
れ

66)
。
ま
た
、
入
所
希
望
者
の
中
に
壮
健
で
あ
り
な
が
ら
偽

っ
て
入
所
を
申
請

す
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
た

(
3
|
l
p
`
）。

明
治
三
年
(
-
八
七

0
)
に
着
手
さ
れ
た
授
産
策
と
し
て
は
、
授
産
工
場
の

設
置
が
あ
げ
ら
れ
る
。
五
月
二
十
七
日
の
町
触
に
よ
っ
て
麹
町
授
産
所
が
紀
州

屋
敷
に
開
設
さ
れ

(3
|
5
6
)
、
破
産
困
窮
者
の
受
け
入
れ
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

と
き
、
東
京
府
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
新
規
工
夫
」
を
こ
ら
し
、
将
来
的
に
物
産
と

成
り
得
る
物
品
を
物
産
局
へ
申
告
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
明
治
三
年
の
授

産
政
策
は
前
年
の
事
業
を
受
け
継
ぐ
形
で
進
め
ら
れ
た
が
、
東
京
府
の
財
政
難

こ
の
ほ
か
、
東
京
府
は
美
倉
橋
元
会
所
等
に
お
い
て
貧
民
や
老
人
に
対
す
る

米
銭
の
下
付
を
行
っ
た
り

(
3
_
2
9
.
3
4
.
7
1
.
1
2
8
.
1
9
6
)
、
出
火
や
暴
風
雨
の

被
害
者
に
施
行
を
行
っ
た
者
の
褒
賞

(
3
|
2
4
.
1
5
5
)
、
怪
我
を
し
た
火
事
人
足

の
手
当
て

(
3
|
6
9
.
2
1
4
)
等
に
つ
と
め
、
人
心
掌
握
を
は
か
っ
た
。

ま
た
、
本
帳
か
ら
は
江
戸
開
市
に
と
も
な
う
問
題
に
対
し
て
新
政
府
が
ど
の

よ
う
に
対
処
し
て
い
っ
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
三
年
閏
十
月
十

れ
た
。
外
国
人
遊
歩
規
程
は
安
政
五
年
(
-
八
五
八
）

囲
の
こ
と
で
あ
る
。

日
米
修
好
通
商
条
約
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、
外
国
人
が
旅
券
を
所
持
せ
ず
に
旅
行
で
き
る
範

•
横
浜
居
留
地
の
英
国

七
日
、
居
留
地
政
策
の
一
環
と
し
て
「
外
国
人
遊
歩
規
程
」
の
再
通
達
が
な
さ

に
よ
り
規
模
は
縮
小
さ
れ
た
。

て
い
た
高
輪
救
育
所
で
も
収
容
者
の
社
会
復
帰
を
奨
励
し
て
い
る

(
3
|

路
廃
帝

（淳
仁
）
・
九
條
廃
帝

（仲
恭
）
に
対
す
る
追
盆
が
な
さ
れ
て
い
る

(
3 淡

人
の
富
く
じ
興
行
の
取
締
り

(3
|
8
1
)
•阿
片
の
売
買
の
禁
止

(
3
|
1
1
6

.

119
)
・
人
身
売
買
の
取
締
り

(3
1
106
)
等
が
命
じ
ら
れ
て
お
り
、
開
市
後
の

実
態
が
窺
え
る
。
と
く
に
開
港
場
商
人
と
の
売
買
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多

く
、
売
買
に
関
し
て
約
定
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た

255)
。
ま
た
、
同
年
に
は
神
田
鍋
町
の
路
上
で
大
学
南
校
の
イ
ギ
リ
ス
人
講
師
ダ

ラ
ス
、
同
リ
ン
グ
が
攘
夷
浪
人
に
襲
わ
れ
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
人

公
使
パ
ー
ク
ス
の
抗
議
に
よ
り
、
犯
人
の
探
索
は
刀
剣
商
・
研
師
・
剣
術
指
南

と
そ
の
弟
子
に
ま
で
及
ん
だ

(3|216.217)
。

こ
の
ほ
か
、
本
帳
か
ら
は
、
東
京
莫
都
を
経
て
、
明
治
天
皇
と
い
う
新
た
な

権
威
の
創
出
が
本
格
化
し
て
い
く
動
向
が
看
取
さ
れ
る
。
四
月
八
日
に
は
皇
后

の
浜
御
殿
行
啓

(
3
|
3
1
)
、
九
月
二
十
二
日
に
は
天
長
節
（

3

|
諏
）
、
十
一

月
二
十
日
に
は
新
嘗
祭

(3|209.210)
、
十
二
月
二
十
五
日
に
は
孝
明
天
皇
御

祭
典

(31238)
が
執
行
さ
れ
た
。
天
長
節
は
明
治
時
代
の
三
大
節
の
一
っ
で
、

明
治
元
年

(
-
八
六
八
）
八
月
二
十
六
日
の
太
政
官
布
告
に
よ
っ
て
復
活
し
、

翌
年
か
ら
外
国
使
臣
の
招
宴
を
催
し
て
慣
例
化
し
た
。
明
治
三
年
(
-
八
七

0
)

に
は
神
祗
官
の
八
神
殿
で
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
大
友
帝
（
弘
文
）

|
9
0
)
。
ま
た
、
十
一
月
二
十
八
日
に
は
天
皇
行
幸
の
際
の
心
得
が
通
達
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

①
道
筋
の
掃
除
、

②
御
通
益
の
節
は
男
性
は
土
間
に
平

伏
・
女
性
は
床
に
平
伏
、

③
夜
間
に
は
提
灯
の
準
備
、

④
手
桶
の
準
備
等
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
旧
幕
府
に
お
け
る
将
軍
の
御
成
を
紡
彿
さ
せ
る
状
況
で
あ
っ

18)
。

2
 

た

(
3
|

旧
江
戸
城
を
め
ぐ
る
状
況
に
も
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
。
明
治
三
年
六
月
十

3

1
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わ
せ
る
。

「御
弁
当
米
」
を
納
め
て
い
る
こ
と
を
届

み
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

七
日
に
、
旧
幕
府
下
で
は
庶
民
の
通
行
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
竹
橋
・
雉
子
橋
・

清
水
•
田
安
・
半
蔵
の
五
門
の
庶
民
の
通
行
が
許
可
さ
れ
た

(
3
|
7
0
)
。

江
戸

城
諸
門
の
存
在
が
庶
民
生
活
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、
こ
れ
よ
り
先
三
月
五

日
の
布
告
で
は
外
桜
田
他
九
ヶ
門
は
夜
五
つ
時
（
午
後
八
時
頃
）
で
締
切
り
、

そ
れ
以
降
の
庶
民
の
通
行
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
五
城
門
開
放
は
、
麹
町
地
域

の
町
民
が
諸
商
売
の
営
業
の
円
滑
化
を
理
由
に
要
求
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
半
蔵
門
と
竹
橋
が
締
切
り
に
な
る
と
、
商
品
を
運
ぶ
の
に

遠
回
り
に
な
る
上
、
麹
町
一
・
ニ
丁
目
付
近
は
袋
小
路
状
態
に
な
っ
て
人
通
り

が
減
少
す
る
た
め
、
町
が
過
疎
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
五
城
門

の
開
放
に
よ
り
、
こ
の
一
帯
か
ら
の
日
本
橋
方
向
へ
の
通
行
は
非
常
に
便
利
に

な
っ
た
。
庶
民
の
要
求
が
江
戸
城
と
い
う
権
威
空
間
を
変
容
さ
せ
る
に
至
っ
た

こ
と
を
示
す
事
例
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
後
、
十
一
月
に
は
半
蔵
・田
安
・

赤
坂
•
四
谷
・
市
ヶ
谷
の
五
門
の
渡
櫓
の
撤
去
が
決
定
し
た。

か
つ
て
の
城
門
は

庶
民
生
活
の
障
害
に
な
っ
て
お
り
、
太
政
官
少
史
蛯
川
式
胤
に
よ
る
写
真
に
の

こ
の
ほ
か
、
東
京
府
は
町
年
寄
を
通
じ
て
宮
・
華
族
方
に
出
入
り
す
る
御
用

町
人
の
取
り
調
べ
を
行
っ
た
。
こ
の
と
き
、
四
谷
塩
町
一
丁
目
で
は
味
噌
問
屋

で
春
米
問
屋
の
五
兵
衛
が
三
條
家
へ

け
出
た

(
3
|
1
4
1
)
。
町
人
た
ち
が
新
た
な
権
威
と
結
び
つ
い
て
い
く
動
向
を
窺

同
年
は
上
地
さ
れ
た
武
家
屋
敷
の
下
水
・
石
垣
の
取
り
崩
し

(
3
|
1
2
0
)
が
命
じ

ら
れ
、
武
家
地
の
処
理
が
進
む

一
方
で
、
民
部
省
に
よ
る
東
京
一
円
の
測
量
も

開
始
さ
れ

(3|193)
、
東
京
と
い
う
新
た
な
都
市
空
間
が
創
出
さ
れ
つ
つ
あ
る

時
期
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
本
帳
に
は
人
力
車
渡
世
の
営
業
許
可

(
3
1
114)
、
平
民
の
苗
字
許
可

に
関
す
る
法
令

(31149)
も
見
ら
れ
、
江
戸
か
ら
東
京
へ
と
変
わ
り
ゆ
く
社

会
の
状
況
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
岩
橋
清
美
）
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